
 

 

                              

 

 

 

 

  

「2022年 3月ダイヤ改正等について」等に関する申し入れ 
 

過日、申 12号団体交渉を行いました。作成遅れまして申し訳ございません。共通の概要

のみ記載します。詳細など不明な点等ございましたら、地本業務部に連絡を下さい。 
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〈共通項目〉 

（１項）山形運輸区の C27行路と C29行路の「駅業務」、C31行路（C31-1）と C34行路の「業務指示」の労働時間

を「付加」とした理由を明らかにすること。また、この間の労使議論を踏まえて「その他」とすること。 

（回答）就業規則に則り取り扱うこととなる。 

【ポイント】 

・輸送総合システム改修まで、付加時間となる。「その他」時間であり、連絡文書で周知している。 

 

（２項）行路表等の提示に関しては、プレス発表前の早期に新旧の提示を行い、職場の意見を反映出来るようにする

こと。 

（回答）現行通りの取り扱いとなる。 

【ポイント】 

・プレス発表前は難しい。ダイヤ改正ノートで改正前に確認し、改善できるところは等のツールの一つとしている。（一部

の例は日勤の長い箇所を退勤まで短く、停車時分の間違いやすい箇所の対応や番線変更などしている）トータルと

して考え、少しずつ改善し、出来る知恵出しはしている。 

・改正のノートの改善に向けた検討もする。 

 

（３項）今回の修正内容の状況を踏まえ対策などについて明らかにすること。 

（回答）必要な対策は実施していく考えである。 

【ポイント】 

・チェック体制として、スケジュール立てと項目立てし、確認手段・方法としてフォーマットにより抜けない方法を次に向

けて区所と行う。育児介護行路は先に提出等の確認作業により、限りなくゼロを目指す。担当者増に関しては、指

導担当なども考えられるが、どの様に関わらせるか、バランスを見ながら行う。 

 

（４項）1月 15、16日の津波注意報発令時の事象を踏まえ対策を行うこと。 

（回答）運転再開については、現地の状況等を総合的に勘案し、判断しているところである。 

【ポイント】 

・判断基準は各自治体に問い合わせをし、問題がないことを確認して行う。指令室での手順の確認事項で漏れがな

いように行う。問題ないと確認しチェックリストを作成し、確認し、周知している。… 

（会社）線路のエリアが避難指示のエリアかどうかで取り扱っている。 

（組合）沿岸部の職場では津波警報などを大いに気にしている。当時、そのような判断基準も周知されていなかった。

現場と綿密に練っていただきたい。… 

・乗務員休憩室の TV撤去に関しては、出先における情報ツール（タブレット等）が確立して経費節減の為、出来る事

として行った。受信料の年間契約の為、3月末から撤去する。 


